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デジタル時代の読解



新しい発想の必要性

•デジタル・テクノロジー
（DT）はコミュニケーション
や学習の媒体としての役割を大
きく担うだけでなく (How)

• DT はコミュニケーションや学
習そのものを変えてきた
(What)

教育やコミュニケーションの
とらえ方自体に、根本的に新
しい発想が必要



今日の
ポイント

学習者の変化

デジタル時代に求められてい
る読解能力の変化

学習者の認知活動・スタイル
に合致したアプローチが大切



学習者の変化

デジタル世代
2000年以降に生まれた
子どもたち、若者



生まれた時からデジタル生活？

• スマホによるスクリーン・メディアへの接触は0歳から2歳
児で13.9%（2013）から44.0％（2018）と伸びが激しい
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多くの子どもたちがデジタル使用

令和3年度青少年のインターネット利用環境実態調査（2022）
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デジタル世代は認知スタイルが違う可能性
デジタル・ゲームで育ってきた
世代

それ以前の世代

1 情報処理スピード 非常に高速なスピード 従来のスピード

2 情報処理プロセス 同時並行型（平行処理）のプロ
セス

直線型（単線型）のプロセス

3 テクストとグラフィックへの処
理嗜好

テキストよりも映像優先 テキスト優先

4 情報アクセス方法 ランダムなアクセス 段階的なアクセス

5 ネットワークへの嗜好 他人とのつながり重視 単独嗜好

6 積極性・自律性 能動的 受動的

7 学習・仕事の概念 遊びと学習・仕事の区別なし 学習・仕事は遊びとは別

8 学習・仕事への態度 報酬がなければやらない 我慢してもやるもの

9 現実と非現実への嗜好 ファンタジー嗜好 現実嗜好

10 テクノロジーへの態度 テクノロジーは友達 テクノロジーは敵

出典: Prensky (2001)



デジタル時代に求められている
読解能力



増大するコミュニケーション能力の重要性
(アメリカ140,000 の採用広告の分析から見えてくる企
業が求めている人材, Rios et al., 2020) 

自己管理能力
プロ意識

リーダーシップ

音声によるコミュニ
ケーション能力

書き言葉によるコミュ
ニケーション能力

協調性

21世紀に求められている能力以前に求められていた能力



読解行動の変化

伝統的な読解
• 文字情報を解読し、単語を認
知する(decoding)

• 文字情報から意味を構築する
(comprehension)

デジタル時代の読解
• 伝統的な読解に加え、動画な
どマルチモダル（聴覚・視覚
情報）の情報を総合した多様
な形式の情報を、文字情報と
組み合わせながら処理する

伝統的な読解

デジタル時代の読解



スクリーン上と紙媒体での読み
• 年代を問わず、主に英語での読みを対象 (バトラー、2021; Clinton, 

2019; Singer & Alexander, 2017など)
• 解読と読解において、全体的には差がない。ただし
• ジャンル：フィクションでは差がないが、説明文では紙での読
解が優位

• テクストの長さ：英語では500語以上の場合は、紙が優位
• 読む目的：要点把握では差がないが、細部の情報を記憶したり、
推測したりしながら分析的に読む必要がある場合（深い読み）
には、紙のほうがパフォーマンスが高い

• 自己評価：デジタルでの読みのほうが、過大評価をしやすい
• 読みのスピード：全体では差がない。ただし、テクストのみで
は紙の読みのほうが時間がかかる。グラフやイラストなどの視
覚情報が付随している場合は、デジタルでの読みのほうが時間
がかかる。視覚情報と文字テクスト情報の情報処理プロセスは
異なり、その両者を合致させて意味構築するプロセスは、デジ
タルと紙媒体での読みでは違う可能性がある。

• 嗜好：デジタル世代では、デジタルでの読みを好む人が多い。



学習者の認知活動・スタイル
に合致したアプローチが大切



マルチメディアの
強みを生かした例

•学習障害を引き起こす要因
の補強にマッチすると効果
を発揮する可能性もある。
(Shamir & Shlafer, 2011)

•母語以外の言語で学校教育
を受けている子供たちの間
でもメリットあり(Zucker 
et al., 2009)



マルチメディア
学習の認知理論
Cognitive Theory of 
Multimedia Learning 
(CTML, Mayer, 2005)



デジタル上での読解の留意点
子どもの認知処理能力との兼ね合いが重要
• 絵やイラストなどの視覚情報がテクストの内容と一致しているか
• 音響効果やバックグランド・ミュージックも子どもの注意を惹き過ぎ
ては逆効果

• ホットスポットやゲームも、ストーリー理解にはマイナス影響もあり
うる(Piotrowski & Krcmar, 2017)

• ハイパーリンクはアクティブな読みを促進する一方、リンクの数が多
いと読みに時間がかかる、理解度が低下してしまう可能性もある

• 小学生を対象に階層型ハイパーリングを活用し、テクスト全体の構造
を明確化することで、理解度を上げたという例 (Paulucci, 1998)

• デジタル媒体では、紙の媒体と比べ、マウスやタッチパネル等での操
作に認知負荷が多くかかり、その結果、本来の認知活動への集中が途
切れ、効率が落ちる。（柴田・大村、2018、ただし大人での研究結
果）



情報処理の
個人差

Paracha, Inoue, & Jehanzeb (2018, p. 173) 

英語の熟達度の高い学生英語の熟達度の低い学生



デジタルは
使い方次第

• デジタル使用の質の格差
• デジタルの強みを生かした形で、上
手に学習に利用できている児童・生
徒がいる一方、

• 情報過多の中で、たまたま自分が目
にした情報だけに満足してしまう児
童・生徒も

• デジタルに使われるのではなく、上手に
使う

• デジタル使用のストラテジーを身に
着けることが大切

• 大人や教師の役割が重要



まとめ

学習者の変化

多くの児童・生徒はデジタルに親しんでいる。認知スタイル・ストラ
テジーが前の世代とは違う可能性も

デジタル時代に求められている読解能力の変化

伝統的な読解を土台に、マルチメディア情報を処理する力を含んだ読
解力が必要

学習者の認知活動・スタイルに合致したアプローチが大切

デジタルは使いかた次第
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